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まえがき

国産コンピュータ発芽の種が電気式統計機の開発
であったことは、あまり知られていない。

今から７０数年前の終戦前後の日本が最も混乱し、
海外との交流も断たれていた時、数理統計学者　中
川友長、数学者　小野勝次そして、電気工学者　山
下英男と佐藤亮策の４人の研究者の協力で初の電気
式統計機の開発という偉業は成し遂げられた。太平
洋戦争終戦前後の食べるのが精一杯の混乱の時代を
知る筆者にとって、最新の電気式統計機が開発出来
たのは驚きである。

この本では電気式統計機の発案者である中川を中
心に記述したが、それぞれ研究者が持っていた専門
知識は、電気式統計機の開発には不可欠のものであ
った。そして、この４人の研究者が、以前から何等
かの交流をもっていたのも、開発の成功に幸いした。

当時、非常に非効率であった従来の機械式統計機
の改善を国の統計業務に携わっていた中川が発案し、
それを実現するための数学による解を小野が堤案し、
これらの案を山下と助手の佐藤が装置として実現し
た。当時の統計機は統計データの分類集計機能だけ
であったが、山下等はこれに加減算機能も加えた画
線式分類加算機とし、これが我国のコンピュータへ
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と発展した。この電気式統計機は２進法による回路
構成で実現出来たが、この方法は、以後の国産コン
ピュータにも応用され、国産電子計算機開発の先駆
けとなった。電気式統計機は、間もなく、コンピュ
ータにその役目を引き継がれるが、国産のコンピュ
ータは発展をつづけ、現在のスーパーコンピュータ
に至り、究極のコンピュータと言われる人工知能の
開発競争が今繰り広げられている。そこで、この本
では、電気式統計機以後のコンピュータの展開につ
いても概観したが、当に、統計機械は我国の情報処
理技術の歴史そのものでもあった。

なお、人工知能は人の行動や経験に基づく膨大な
データを利用したものであるが、人の心を科学的に
解明するまでに至っていない。

奇しくも、電気式統計機を発案した中川は亡くな
る前の十数年を意識や自我といった人の心の研究を
ライフワークとし、一つの結論を得ていた。最後に、
これを紹介するが、未だ人の心の本質の解明は３０
数年前とあまり変わっていないようにも思える。

この本は、電気式統計機の開発が主題であるが、関
連する資料の記録も兼ねて、随処にそれらを挿入し
たので、若干前後の繋がりに欠けるところがあると
ころは、お許し願いたい。
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第１章　新しい統計機開発に至まで

データが少ない場合は、そのデータを分類集計し
て度数分布などの統計資料を作るのは比較容易であ
る。しかし、国勢調査などのように膨大なデータを
処理するには、多くの人手と時間が必要となる。と
くに、今から 70 数年前には、機械式統計機しかな
く、現在のコンピュータ時代から見ると想像できな
いものであった。いつの時代でも、統計資料は、科
学、産業、医療、金融分野にとって欠かせないもの
であるが、当時は戦争時ということもあり、軍から
統計の迅速な処理が求められていた。また、我国は
統計機械を海外からの輸入によっていたため、国際
情勢の悪化により、統計機の国産化が求められてい
た。このような、統計処理の迅速化と国産化の要求
から生まれたのが、国産電気式統計機であった。

電気式統計機の発想
太平洋戦争が間近に迫った昭和 16 年に統計局の

統計集計作業室で、調査部長の中川は多くの女性作
業員が行う昨年行われた国勢調査の集計作業を見て
いた。集計作業は、穿孔カードへのパンチング、そ
れを機械式統計機にかけ、結果を製表化するが、当
時は、多くの作業者と膨大な時間を要するものであ


